
 

GGL 認証（Green Gold Label）取得状況について 

 

イーレックスグループ (以下「当社グループ」)では、バイオマス燃料の持続可能性とトレーサビリティ(追跡可能

性)を確保、ならびに品質の継続的向上を目的として、第三者認証の取得および維持に取り組んでいます。 

 

GGL 認証（Green Gold Label）は、持続可能なバイオエネルギーの生産、加工、輸送および利用に関する管

理体制を対象とした第三者認証制度です。燃料の由来や流通経路のトレーサビリティを確保し、持続可能性およ

び合法性を第三者が確認する仕組みです。 

 

日本の固定価格買取制度（FIT・FIP 制度）において、バイオマス発電で使用される燃料について、第三者認証

等による持続可能性およびトレーサビリティの確認が求められています。 

 

当社グループでは、2020 年 4 月にイーレックスニューエナジー佐伯株式会社（佐伯発電所）が、日本の発電事

業者として初めてパームヤシ殻（PKS）を対象とした GGL 認証を取得しました。その後、土佐発電所、豊前バイオ

マス発電所、中城バイオマス発電所においても認証を取得し、現在運転中の国内バイオマス発電所すべてにおいて

GGL 認証を取得しています。 

 

 

 

当社グループは、燃料調達から発電、電力トレーディング、小売販売までを一貫して展開しています。特に、再生

可能な生物由来資源であるバイオマス燃料については、現地企業、商社、海運会社などのパートナーと連携しなが

ら、安定的な調達体制の構築に取り組んでいます。また、生態系保全や持続可能な資源利用に配慮し、サプライチ

ェーン全体の管理強化を進めています。 

 

木質ペレットやパームヤシ殻（PKS）などの取扱量が拡大する中、生産、加工、輸送の各工程におけるトレーサビ

リティおよび合法性の確保に向け、第三者認証機関による確認を受けながら適切な管理を行っています。 

 

当社グループは今後も、持続可能なバイオマス燃料の利用拡大とサプライチェーン管理の強化を通じて、環境お

よび地域社会に配慮した事業運営を推進するとともに、トレーサビリティを確保した燃料調達に取り組んでいきま

す。 

 

 

 



認証概要 

認証対象社 認証対象 取得認証 

イーレックスニューエナジー佐伯株式

会社 

（佐伯発電所） 

パームヤシ殻（Palm Kernel 

Shell、PKS） 

木質ペレット 

GGL 認証（Green Gold 

Label） 

豊前ニューエナジー合同会社 

（豊前バイオマス発電所） 

パームヤシ殻（Palm Kernel 

Shell、PKS）、 

木質ペレット 

GGL 認証（Green Gold 

Label） 

沖縄うるまニューエナジー株式会社 

（中城バイオマス発電所） 

パームヤシ殻（Palm Kernel 

Shell、PKS）、 

木質ペレット 

GGL 認証（Green Gold 

Label） 

大船渡発電株式会社(大船渡バイオ

マス発電所) 

※持分法適用会社 

パームヤシ殻（Palm Kernel 

Shell、PKS） 

GGL 認証（Green Gold 

Label） 

 

イーレックス株式会社 
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